























権門寺院で出世を果 した覚憲や勝賢のような 公的な地位を得て朝廷や寺院社会で重きをなした兄弟たちとは一線を画 ている。また、数多の法会で導師を務め、安居院流唱導の祖となった弟澄
ちょうけん
憲のように華々しく活躍












































































































































































































































































































































































































































































































て決定的なものとなった。家成が宗章女 娶ったのは、保安から天治年間のこ と考えられ 大治二年
︵一一二七︶
に隆季が、










































































































































































































































































































































































































































































配流に処されるまでの静 の具体的な動向を伝える資料 残ってい いが、類推 手 かり して、 ﹃平治物語﹄などを参照しながら他の兄弟の動きを追うことにしよう。
古態とされる陽明文庫本によれば、信頼軍は、丑刻に後白河院御所の東三条殿に夜討ちをかけ ﹁公卿・殿上人・局の女房






































































































静賢を扱った専論としては、前田知子﹁静賢の人間像﹂ ︵ ﹃香椎潟﹄三一号、一九八五年︶がこれまでのところ唯一である。そのほか、目崎徳衛﹁入道信西とその子﹂ ︵ ﹃出家遁世﹄中公新書、一九七六年︶ 、青木賢豪﹁藤原成範年譜考﹂ ︵平安文学論究会編﹃講座平安文学論究
3﹄風間
書房、一九八六年︶ 、中村文﹁信西の子息達﹂ ︵ ﹃後白河院時代歌人伝の研究﹄笠間書院、二〇〇〇五年
 初出一九八六年︶
、市古貞次﹁信西とそ









































































































































































































































角田文衞﹁平重盛 生母﹂ ︵ ﹃王朝の明暗﹄東京堂出版、一 七七年























































































































































54︶ ﹃山槐記﹄治承三年四月 十 日条
︵
55︶ 
海老名尚﹁中世前期における国家的仏事 一考察﹂ ︵ ﹃寺院史研究﹄三号、一九九三年︶ 、山岸常人﹁六勝寺の法会 性格﹂ ︵ ﹃中世寺院の僧団・法会・文書﹄東京大学出版会、二〇〇四年︶
︵
56︶ 



























55︶ 前掲論文、上島享﹁藤原道長と院政﹂ ︵ ﹃日本中世社会の形成と王
権﹄名古屋大学出版会、二〇一〇年
 初出二〇〇一年︶など。なお、山岸常人は法勝寺の法会に大寺院を統括する性質はなく、むしろ経済的奉


































































46︺ 前掲﹃保元・平治の乱﹄ ︶ 、過小評価であり首肯できない。
︵
59︶ 
上巻﹁三条殿へ発向付けたり信西の宿所焼き払ふ事﹂ 。なお、陽明文庫本﹃平治物語﹄は姉小路の信西宿所の焼失を、 ﹁ ゞし、これは大内つはものどもが下人のしわざとぞきこえし﹂としている。
︵
60︶ ﹃法住寺殿御移徙部類﹄ ︵ 続群書類従

















返﹂とあり 平治二年正月に俊憲の配所が越後から阿波に改められてい 。河内祥輔は、ここか 平治二年正月に信西子息が配所に送られたと指摘しているが︵ ﹃保元の乱・平治の乱﹄吉川弘文館、二〇〇二年︶ 、 ﹃平治物語﹄の記述からも、信西子息の配流が平治二年元日 前後であたことが窺える。
︵
64︶ 
学習院大学図書館本﹃ 物語﹄中巻﹁常葉註進幷びに信西 各遠流に処せら る事﹂
︵
65︶ 
陽明文庫本﹃平治物語﹄上巻、 ﹃尊卑分脉﹄ 。なお、陽明本以外の﹃平治物語﹄は静賢の配所を丹波 し、 ﹃尊卑分脉﹄も﹁安房国但下向丹波云々﹂と併記しているが、和歌の内容からも静賢 丹波ではなく東国 あっ は疑 い。
︵
66︶ 
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